
日本気象学会1999年度秋季大会

会期　　　：1999年11月24日（水》～26日（金》

会場　　：アクロス福岡（福岡市中央区天神1・1・1）

懇親会場：天神ビル（福岡市中央区天神2－124）

当日の会場への連絡方法：大会実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　（アクロス福岡4階国際会議場付属事務室内》

　　　　　　　　　　　　　電話（兼FAX》092・737・1075

　　　　　　　　　　会場案内図’

アクロス福岡：地下鉄天神駅より徒歩1分（16番出口）

天神ビル：地下鉄天神駅より徒歩1分（天神地下街西9出口）
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大会行事予定

A会場
B会場
C会場
D会場

：国際会議場（4階）

：大会議室　（7階）

：円形ホール（1階）

：会議室608（6階）

ポスター会場：交流ギャラリー（2階）

シンポジウム・各賞授与式会場：国際会議場（4階）

受付

大会事務室

懇親会

：国際会議場前（4階）

：国際会議場付属事務室（4階）

：天神ビル11階10号ホール

　　　　　　　　　　（）は講演数， 一は座長

A会場 B会場 C会場 D会場
11月24目 09：30～ 気候システム1 降水システム1 エアロゾル 環境気象・境界層

（水） 12：00 （13，A101～AIl3） （11，B101～Bm） （13，C101～C113） （11，D101～Dm）
一松本　淳一 一中井専人一 一長田和雄一 一近藤裕昭一

13：30～

16：00
気候譲宏俳A165） 降水システム皿

　　（12，Bl51～B162）
微量気体・才ゾン1
　　（10，C151～C160）

観測手法
　　（12，D151～D162）

一佐藤康雄一 一瀬古　弘一 一澤　庸介一 一佐々木政幸一

16：10～ ポスター・セッション （A，B会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

17：30 A会場（35，PlO1～P135）一村山昌平一 B会場（34，P136～P170）一藤部文昭一

11月25目 09：15～ 大気力学1 大気陸面相互作用 才ゾン皿 降水システム皿
（木） 12：00 （11，A201～A211） （13，B201～B213） （11，C201～C2U） （13，D201～D213）

一佐藤正樹一 一沼口　敦一 一寺尾有希夫一 一岩崎博之一

13：30～ 山本正野論文賞・堀内賞・奨励賞授与

15：30 山本正野論文賞・堀内賞記念講演

15：30～ シンポジウム「中層大気中の長周期振動」 司会 ：伊藤久徳

17：30 基調講演：宮原三郎，津田敏隆，三好勉信

18：30～ 懇親会
20：00

11月26目 09：15～ 大気力学皿 気象予報 気候システム皿 放射
（金） 11：00 （8，A301～A308） （9，B301～B309） （10，C301～C310） （8，D301～D308）

一石渡正樹一 一田宮久一郎一 一加藤内蔵進一 一浅野正二一

11：05～ ポスター・セッション （A，B会場で概要紹介後， ポスター会場で講演）

12：20 A会場（34，P301～P334）一野沢徹一 B会場（34，P335～P368）一西森基貴一

13：30～ スヘ●シャル・セッション　r，」、スケール 降水システムIV 熱帯大気 中層大気
17：00 気象の観測とモデル化』 （18，B351～B368） （19，C351～C369） （14，D351～D364）

（18，A351～A368） 一高山　大一 一筒井純一一 一三好勉信一
一黒瀬義隆，森牧人一
一脇水健次，塚本修一

発表件数：385件（口頭発表247，ポスター138）

ロ頭発表の講演・質疑時間：7分と3分．

大会参加費：

懇親会費

郵便振替による前納の場合

当目受付の場合は

郵便振替による前納の場合

当目払いの場合は

一般会員2，000円，学生会員1，000円；

一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

一般会員4，500円，学生会員3，500円；

一般会員5，500円，学生会員4，500円，非会員5，500円．

大会当目は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．

なお郵便振替用紙は「天気」7月号の末尾に挿入されたものを使い，11月10目までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，目本気象学会の文書による

利用許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不
要です．

本プログラムの記載内容に関する問い合わせは、〒305－0052茨城県つくば市長峰H気象研究所予報研究部内講演企画委員会
（e－mai1：0rg－msj＠㎜・i－jma．go．jp）まで。

82 “天気”46．10．
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講演の方法
ロ頭発表
　口頭発表の一人当たりの発表時間は、全時間を申込件数で

等分したものを目安として講演企画委員会が決定することに

なっています。今回については、講演時間を7分・質疑時間を

3分といたしますのでよろしくお願いします。

ポスター発表
・AまたはB会場で概要紹介（1件1分以内）の後、 ポスター会

場で講演を行います。講演者はポスターに表題と著者名

を明記して下さい

・ポスター発表の一人当たり使用可能面積は、幅1．2mX高さ

2．4mとなっています。ポスターの掲示の際、押しピンとテ

ープ類が使用可能です。これらは各自で用意して下さい。

・ポスターの掲示可能時間は以下の通りです。

　一第1日の発表者は11／2409：15－11／2512：30

　一第3日の発表者は11／2512：30－11／2615：00

　　　　　　　　　　　　　シンポジウムr中層大気中の長周期振動』

　　　　　　　　　　　　　　　　日時：大会第2日（11月25日）15：30～17：30

　　　　　　　　　　　　　　　　会場：A会場（アクロス福岡4階国際会議場）

　　　　　　　　　　　　　　　　司会：伊藤久徳（九州大学理学研究科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趣旨

　近年、中層大気（成層圏・中間圏・下部熱圏）の観測手段の多様化と質的向上により各種の波動や振動が中層大気で観測

されるようになった。また、観測点の多点への展開、衛星観測などによりこれらの現象のグローバルスケールでの振舞いも

明らかにされつつある。さらに、中層大気大循環モデルによる研究が進行するにつれて、モデル中での波動や振動の振舞い、

励起源などについて、詳しい解析が行われるようになってきた。

　成層圏のプラネタリー波、赤道波、重力波、準2年振動（QBO）、半年振動（SAO）、中間圏・下部熱圏の潮汐波や重力波など

については、多くの観測、理論的研究、数値シミュレーションが行われてきたが、中間圏・下部熱圏での長周期振動現象に

っいては、その解明がようやく進み始めた段階である。

本シンポジウムでは、中層大気中に見られる振動の中でも特に一目より長い周期を持つ振動現象（自由振動プラネタリー波、

赤道波、QBO、SAOなど）に着目し、これを長周期振動と定義し、それらの現象についての、大気力学に基づく基礎的考察、

各種の観測手段による解明、中層大気大循環モデルによる解明、にっいてそれぞれの分野を専門とする研究者による基調講

演、それを基にした総合討論を行い、中層大気中の長周期振動現象の研究の現状を広く会員に認識していただくとともに、

今後の研究の発展について、広い立場からの意見交換を目指す。

基調講演

・「中層大気中の長周期振動一大気力学に基づく考察弓

・「中層大気・熱圏下部における長周期波動の観測』

・「中層大気大循環モデルによる長周期振動の解明

　　　　　一ロスビー波，赤道波の振舞いと励起源一』

総合討論

・自由討論

宮原三郎（九州大学理学研究科）

津田敏隆（京都大学超高層電波研究センター）

三好勉信（九州大学理学研究科）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています。詳しい案内はプログラムの最終ぺ一ジをご覧下さい。

　・第14回メソ気象研究会　　　　　　　　　　　　　　　　・極域・寒冷域研究連絡会

　・シンポジウムr気象学に開かれゆく世界』（第3回》　　　・第17回IGBPIGA㎜研究会
　・オ’ゾン研究連絡会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春季大会の予告

　2000年度春季大会は、2000年5月24目（水）～26日（金）にっくば国際会議場で開催されます。大会告示は「天気」12月号に掲

載します。この大会は、ポスター発表を中心として一部口頭による一般発表と特定のテーマに基づく専門分科会とから構成

されます。発表方法は講演申込時に選択できるようにしますが、必ずしも希望通りにはならない可能性があります。

　春季大会の発表申し込み締め切りは1999年2月下旬頃となる予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演予稿集の訂正

　大会第1日（11月24日）の講演番号P170r矢部愛・長田和雄（名大STE研）他2名名古屋でみられた夜間の才ゾン高濃度現象の季

節変化』が講演予稿集から欠落しておりました。本講演の予稿については大会当目会場で配布するとともに、2000年度春季大

会講演予稿集に掲載する予定です。講演者及び会員の皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫ぴ申し上げます。
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大会第1日〔11月24日〕 A会場
（
｝
一
心

は講演者を表す）

午前《09＝30～12＝00》

気候システム1

　　　　　　　　　　　　　　座長：松本淳（東大院理）

A101翁塁夏・松村伸治（防災科研）他2名　観測時問間隔

　　　の粗さによって生じる全球格子点データの誤差に

　　ついてその2

A102纒・鈴木敏江（防災科研）他3名　GCMシミュレー

　　　ションとECMWF再解析データによる目変化から年々

　　変動までの全球水収支にっいてその2一「地球の脈

　　拍」とエルニーニョの影響一

A103灘（北大地球環境）　大陸スケール水循環の評

　　価における水蒸気輸送スキームの影響

A104屡題貿照（気象研）　気象研GCM温暖化実験における

　　雲の変動

A105膿・鬼頭昭雄（気象研）他1名大気海洋結合モ

　　デルによる6千年前の古気候シミュレーション

A1064蝕去・阿部彩子（東大気候システム）　南極氷床

　　のアルベド・標高が高緯度域の気候に及ぽす影響に

　　ついて

A107ξ磁・泉卓也（東大理）　冬季極東モンスーンの変

　　動が北西太平洋ストームトラックに与える影響

A108繊・中村尚（地球フロンティア）　アリューシ

　　ャン低気圧一アイスランド低気圧と北極振動

A109強廻盟・若土正曉（北大低温研）　冬季北半球にお

　　ける海氷域の変動と地衡風との関係

A110岩騰・若土正曉（北大低温研）　氷厚分布から推

　　測されるオホーツク海南部の氷厚発達過程

A111甑（地球フロンティア）・謝尚平（北大地球環

　　境）　大西洋の海面水温，海面気圧，海上風海面熱

　　フラックス，下層雲におけるlnter－hemispheric10

　　年スケール変動

A112醗造・木本昌秀（東大気候システム）　北大西洋

　　SST変動の持続性について

AIl3灘造・木本昌秀（東大気候システム）　熱帯大西

　　洋SSTによるNAOの励起

午後（13＝30～16＝oo》

気候システム皿

　　　　　　　　　　　　　　座長：佐藤康雄（気象研）

A151騰・野田彰（気象研）他7名　新MRI結合モデル

　　　による気候変化予測

A152灘・江守正多（国立環境研）他5名　多種類のエ

　　　アロゾルによる直接・間接効果を考慮した場合の全

　　球大気海洋結合モデルを用いた気候変化実験

A153亘鵬巳・野田彰（気象研）他1名　気象研究所大気

　　海洋結合モデル（MRI／CGCM）によるアンサンブルヒ

　　　ストリー実験（序）

Al54鵬婁（東京電力）・野田彰（気象研）他1名　自然

　　変動および温暖化予測のモデル相互比較

A155織（気象研）　開放系における自然変動と気候

　　変化

A156鰍・佐々木秀孝（気象研）他3名　気象研地域

　　気候モデルによる温暖化時の目本域の気候変化予

　　測実験1～冬

A157瓢・佐簾康雄（気象研）他3名　気象研地域気

　　候モデルによる温暖化時の目本域の気候変化予測

　　実験2～夏

A158藪・加藤央之（電中研）他1名　東アジア地域

　　における目平均気圧分布の統計的パターン分類

A159Nikolova　Nina・野田彰（気象研）他2名　Variation

　　of　Wintertime　Surface　Air　Temperature　in

　　Bu　l　gari　a　on　the　Background　of　the　G　l　oba　l

　　Cl　i　ma　te　Change

A160醐・安成哲三（筑波大地球科学）他1名　目本

　　における冬季降水量・降雪量の長期変動傾向の相違

A161鐵（皇學館大）　中央日本における17世紀以

　　後の梅雨明け期目の変動

A162甑債雄（気象研）　目本の極端な大雨にともなう

　　大規模の特徴

A163懸隻・福田維子（岡山大教育）　目本付近の秋

　　雨前線帯の特徴と夏からの季節推移（1993，1994，19

　　95年の事例の比較）

84 “天気”46．10．
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大会第1日〔11月24日〕

（　は講演者を表す．

一
午前（09＝30～12：00）

B会場
［Pl二液晶プロジェクター使用予定）

降水システム1

　　　　　　　　　　　　　座長：中井専人（防災科研）

B101灘・播磨屋敏夫（北大院理）他2名　雪片粒径

　　分布の地域特性（その2）

B102鵬・足立アホロ（気象研）他1名　ウインドプ

　　ロファイラーによる雨滴Break　Upの観測

B103灘・村上正隆（気象研）他1名　HYVISの回転

　　運動を考慮した捕捉率実験

B104燃・宮尾みずほ（気象研）他4名　航空機によ

　　る山岳性降雪雲の内部構造の観測（皿）

B105駄・村上正隆（気象研）他5名　弱い寒気移流場

　　における山岳性降雪雲の内部構造の変化

B106村上正隆（気象研）・齪（新目本気象海洋）他5

　　名山岳性降雪雲に対する小規模シーディング実験

　　　（その2）

B107憾畏・山岬正紀（東大理）　雲の微物理過程のパラ

　　メタリゼーションの改善一熱帯低気圧の対流への適用

B108二臨・岩波越（防災科研）他3名　熱帯・大陸性積

　　乱雲の雨滴粒径分布の変動（数値実験）

B109ξ戯（防災科研）・中村健治（名大IHAS）他4名

　　太平洋高気圧西縁の南西気流域における航空機観

　　測

B110藤懲照（気象研）　降水時の地上気温における0℃

　　台の高頻度一融解効果の統計的検証

Bm翫・大坪孔治（環境科学技術研）他1名　NaC1

　　　を核とした霧の発生実験

午後《13＝30’》16＝00》

降水システム皿

　　　　　　　　　　　　　　　座長：瀬古弘（気象研）

B151灘・瀬古弘（気象研）他　1999年東シナ海・九

　　州梅雨観測（X－BAIU－99）の概況報告

B152鯉・奈良税（気象庁海上気象）　X－BAIU－99に

　　おける気象庁海洋気象観測船による観測の概要

Bl53灘（長崎大環境）・坪木和久（名大大気水圏研）

　　他1名　長崎県南部地方における1999年6月29目の

　　前線性降雨

Bl54ま繊（京大超高層）・柴垣佳明（大阪電通大）他2

　　名　境界層レーダー観測による中間規模低気圧に

　　伴う中小規模擾乱の研究

B155囎（気象研）・X－BAIU－99観測グループ　1999

　　年6月29目福岡で豪雨をもたらした寒冷前線と下層

　　ジェットの強化機構（序報）【Pl

B156丞夏鑛・吉崎正憲（気象研）他　1999年7月2目に甑

　　島列島から天草諸島にかけて見られた2種類の線状

　　降水帯

Bl57燃・宮尾みずほ（気象研）他　航空機による梅

　　雨前線に伴う降水雲の内部構造観測（その1）

B158縣隻・木尾尚登（岡山大教育）　長江・准河流

　　域の梅雨前線帯とメソα低気圧の解析（1991年7月

　　前半の事例）

B159撒（防大地球科学）　宮古島沖で観測された

　　梅雨前線上で発達した擾乱の事例解析

B160臓雄・高橋正明（東大気候システム）　高解像度

　　　（T106）GCMを用いた梅雨前線再現実験

B161喫盟（福島大教育）　梅雨前線帯低気圧に伴う豪

　　雨について

B162鯉（桜美林大）・Xu　Baoxiang（CAMS）梅雨に伴

　　　う中国・上海地域での豪雨一ビデオゾンデ観測
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大会第1日〔11月24日〕 C会場
（
．
｝
＿

は講演者を表す）

午前《09：30’》12：00》

エアロゾル

　　　　　　　　　　　　座長：長田和雄（名大STE研）

C101醜・石坂隆（名大大気水圏研）他1名　ガス及

　　びエアロゾル中有機酸の霧水組成に及ぼす影響

C102鰍（北教大セ）・遠藤辰雄（北大低温研）他1名

　　降雪粒子の酸性化機構（5）

C103塞達醐（札幌管区気象台）・林和彦（気大）他2名

　　網走の降水の化学成分について一その特徴，および

　　流氷の影響一

C104朧鵬（SCUT，China）・Yutakalshizaka

　　　（IHAS　Nagoya　Univ．）　Ac　idic　particles　in　the

　　　Air　　near　the　South　China　Sea

C105騰・木戸瑞佳（名大STE研）他2名　立山・室堂

　　平における冬～初春季のダスト降下量

C106鐡・兼保直樹（資環研）他2名　夏季の小笠原

　　父島におけるエアロゾル粒子の粒径分布

ClO7旦漢仁・林政彦（福岡大理）他9名　インドネシア上

　　空におけるエアロゾル濃度の変動［1］一ピナツボ噴

　　火による擾乱の減衰一

C108肢鯉・五十嵐康人（気象研）他3名　富士山頂に

　　おけるエーロゾル中の天然放射性核種一1998年の集

　　中観測から一

C109林政彦・騰（福岡大理）他11名　ドームふじ

　　におけるOPCとライダーによる極成層圏雲の観測

　　（1）

C110漉・一木明紀（気象研）他9名　ライダーネッ

　　　トワークを用いた成層圏工一ロゾル層の観測

Cll1鰍（国立環境研）・鵜野伊津志（九大応力研）他

　　1名MODELS－3／CMAQとRAMSを用いた東アジア域にお

　　ける硫酸エアロゾルの数値シミュレーション

C112里漁・田中浩（名大大気水圏研）　対流圏硫黄循

　　環の数値実験

C113姻逡彦（東大気候システム）・岡本創（通総研鹿島）

　　他2名　全球3次元エアロゾルモデルー（1）on－1ineモ

　　デルの構築

午後《13：30《∂16＝00》

微量気体・オゾン1

　　　　　　　　　　　　　　　座長：澤庸介（気象研）

C151緻・松枝秀和（気象研）他3名　気象庁観測点に

　　おいて観測された一酸化炭素濃度の短周期変動の

　　解析

C152鰍・吉川久幸（気象研）他1名　西部太平洋上

　　空における二酸化炭素濃度の変動

C153蓮鐡・林正康（資環研）他2名　植物季節と熱収支

　　二酸化炭素収支の関係（熱帯季節林）

C154二藪・山本晋（資環研）他2名　落葉樹林の総生

　　産量と生態系純生産量のパラメータ化

C155鵬巳・山本晋（資環研）他3名　冷温帯落葉広葉

　　樹における夏季の大気中CO2濃度の変化

C156葛杢置・村山昌平（資環研）他3名　大気一冷温帯落葉

　　樹林間のCO2変換量の年々変動の要因（その2）

C157撚・寺尾徹（京大防災研）他1名　都市域とそ

　　の周辺における大気微量成分濃度一台風襲来時のオ

　　ゾン濃度分布一

C158概（名大大気水圏研）・松本潔（科学技術振興

　　事業団）他1名　海洋境界層内の目の出後のオゾン

　　減少

C159鐡（気象研）　富士山でのオゾンの時刻変化に

　　ついて

C160須蝋・高橋正明（東大気候システム）他1名　対

　　流圏光化学GCMによる対流圏オゾンのモデリング
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大会第1日〔11月24日〕 D会場
（　　は講演者を表す）

一
午前《09：30’》12＝00》

環境気象・境界層

　　　　　　　　　　　　　　座長：近藤裕昭（資環研）

D101灘・福山薫（三重大生物資源）他1名　伊勢

　　湾岸域の大気汚染物質分布とその季節変化

D102逼憾・中島美由紀（三重大生物資源）他6名　伊勢

　　湾とその周辺海上での大気汚染物質等の観測（序

　　報）

D103識（気象研）サンチアゴ（チリ）における高

　　濃度大気汚染事象の予報手法の開発（1）大気汚染

　　濃度の変化を支配する気象条件

DlO4甑（鹿児島大工）・木下紀正（鹿児島大教育）

　　鉛直シヤーモデルによる桜島噴煙の移流の検討

D105磁（極地研）　南極大陸・ドームふじ観測拠点

　　の地上気温の観測値に見られた一つのエラー

D106灘・三枝信子（資環研）他5名　ハンガリーに

　　おける二酸化炭素フラックス観測

D107茸騰（防大地球科学）・成田健一（目工大建築）他

　　1名　複雑地表面における地中伝導熱フラックスの

　　推定

D108識（資環研）・亀卦川幸治（NEDO）　都心高層ビル

　　屋上と地上における気温測定

D109居魏・小林隆久（気象研）　重力流によるメソ

　　寒冷前線の解析

D110杢磁（気象研）・加藤真規子　ウエーブレット解

　　析でみた乱流の微細構造（5）一風洞実験との比較（そ

　　の2）

Dm杢旦餓（気象庁数値）領域スペクトルモデルの

　　境界層スキームの改良

午後《13＝30～16＝00》

観測手法

　　　　　　　　　　　座長：佐々木政幸（気象研）

D151騰圭（気象研）・石田廣史（神戸商船大）他4名

　　Nauru99観測期間中に観測したエアロゾルの光学特

　　性

Dl52鵬・柴田泰邦（都立大）他3名　風速測定のた

　　めの2波長ドップラーライダー

D153鵬・中村健治（名大大気水圏研）他5名　東シ

　　ナ海でのドロップゾンデ観測

D154撚（気象研）・神田和勝（神和光器）他2名　月

　　光を利用したオゾン層微量成分の赤外分光測定法

　　の開発

D155鰍・岡本創（通総研）他2名　航空機搭載雲レ

　　ーダによるマルチパラメータ観測

Dl56Luce　H．・M．Yamamoto（京大超高層）他3名　A　Frequ一

一　　enc　y　radar　Interferometr　i　c　Imaging（FI　I）　tech－

　　nique　for　atmospheric　dynamics　studies

D157塵臨（気象研）　雨粒子のレーダー反射偏波特

　　性シミュレーション

D158籔越（奈良女子大）・岡田格（科学技術振興事業団）

　　他2名　スプリットウィンドウデータによる大陸規

　　模での可降水量の推定

D159臓・遠峰菊郎（防大地球科学）他4名　海上大気

　　境界層の一観測方法

D160蹴（通総研）・C．R．Williams（NOAA）他1名　ウ

　　ィンドプロファイラを用いた降雨強度，Z－R関係の

　　推定（2）

D161繊宴圭・山本衛（京大超高層）他1名　MUレーダー

　　干渉計／ドップラー同時観測による台風9807の研究

D162臓・津田敏隆（京大超高層）MUレーダー・RASS

　　による乱流特性の解明一夏季（95年8月）及び初冬季

　　　（96年11月）の比較一
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ポスターセッション〔11月24日〕16＝10’》17＝30

（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

概要紹介：A会場　　　　　　司会：村山昌平（資環研）

P101童繊（気象研）干渉フィルターとエタロンで

　　構成される系の装置関数

P102鐡・中島映至（東大気候システム）　3次元雲

　　場の放射伝達

P103撒起（神戸大自然）・岡本創（通総研）　幾何光学

　　近似による後方散乱断面積の取り扱い

P104墓鷺（気象研）　正確な六角柱散乱量を用いて

　　求めた氷雲の赤外放射特性

P105重撚・青木忠生（気象研）他1名　積雪面上UV－B

　　モデルにおける球面・屈折大気の補正

P106鵬・青木忠生（気象研）他3名　低温下におけ

　　るCO2の2．0μm帯の吸収線強度と半値半幅

P107騰・増田一彦（気象研）　大気上端散乱光にお

　　ける隣接地表面効果の数値計算

P108食巴墓轟・秋山将（千葉大CEReS）他1名　可視・近赤

　　外域での大気エアロソルの屈折率推定アルゴリズ

　　ムと観測データの解析

PlO9識・矢吹正教（千葉大CEReS）他3名　千葉にお

　　けるエアロゾルの光学特性一化学組成からの導出

P1101酉蹴（宮崎地方気象台）　沖縄上空の下部成層

　　圏におけるオゾンの準2年周期振動

P111騰（地球フロンティア）・岩渕弘信（東北大）

　　他3名エアロゾルが層雲の光学的性質に及ぽす影

　　響（その2）

P112甑・橋口浩之（京大超高層）他3名　ミリ波ド

　　　ップラーレーダーによる巻雲の観測

P113課・前川泰之（大阪電通大）他4名　ミリ波ド

　　　ップラーレーダーによる目本海沿岸冬季雷雲観測

P114甑（気象研）　目本付近の冬期降水（’98年1－2

　　月）の丁皿による解析

P115繊・川島正行（北大低温研）他2名　オホーツク

　　海南西部をモデル域としたメソスケール大気モデ

　　ルと1次元海洋モデルによる気団変質実験

P116撞1質1迩・藤吉康志（北大低温研）他2名　石狩湾にで

　　きた小規模渦状擾乱の発生，発達機構

P117齪1・奈良税（気象庁海上気象）他　1999年7月1

　　　目東シナ海上で発生した竜巻とその親雲について

P118騰・藤吉康志（北大低温研）他4名　1999年5

　　月27目に宮古島近海に発生した竜巻のデュアルド

　　　ップラー観測

P119繊・藤吉康志（北大低温研）他4名　1998年8

　　月7目大阪湾上でダウンバーストを発生させた積乱

　　雲列の構造

P120蹴・小林文明（防大地球科学）他3名　大分

　　空港におけるLAWSのドップラーソーダ観測（3）一突

　　風（ガスト）の鉛直分布と鉛直流・風向の変動一

P121蹴・上田博（北大院理）他2名　大分空港におけ

　　るLAWSのドップラーソーダ観測（4）一1998年2月8目

　　の大きな乱れの発生メカニズムー

P122…臆・小林文明（防大地球科学）他　　ヘリコプ

　　ター観測による寒冷前線の微細構造

Pl23末吉、、、一良・藤吉康志（北大低温研）　Tモード降雪

　　雲の発達に関わる弱い降雪エコー

P124中村一・磁（気象研）他1名　1998年1月8目の南

　　岸低気圧による関東の大雪一東京湾岸部の強風の

　　解析一

P125蝋・鈴木賢士（山口大農）他3名　1999年6月29

　　目に発生した福岡豪雨の降水特性

P126i題蝕・中村一（気象研）　秋雨前線の層状性降水域

　　内で観測されていた風の3次元構造

P127繊・坪木和久（名大大気水圏研）　梅雨前線に

　　伴う雲帯の停滞における水蒸気場の特徴

P128漫戯・上田博（北大院理）他GAME－Tibet　IOP中

　　に観測されたチベット高原上の対流雲に伴う渦

P129畿由義・上田博（北大院理）GAME／HUBEX　IFO後

　　半の梅雨前線南下に伴う対流システムの発達機構

P130恵蛾・上田博（北大院理）GAME／HUBEX　IFO中の降

　　水システムと水蒸気収支

P131蝕・上田博（北大院理）　数値実験を用いた孤

　　立積乱雲の発生に伴う水蒸気収支の見積もり～GAM

　　E／HUBEX　IFO期間中の7月14目のケースについて～

P132懲（通総研）・中川勝広（沖縄電波観測所）他　19

　　99年東シナ海・九州梅雨観測（X－BAIU－99）：航空機搭

　　載降雨レーダ（CAMPR）観測実験

P133識・上田博（北大院理）他　X－BAIU－99期間中

　　に吹上沖の海域で見られた海洋性降水雲の特徴

P134麟・高村民雄（千葉大CEReS）　航空機搭載マ

　　イクロ波放射計による可降水量，雲水量推定

P135愁甑・金田真一（千葉大CEReS）他1名　分光型サン

　　フォトメーターによる大気水蒸気量の推定
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ポスターセッション〔11月24日〕16：10～17：30

（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の『講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

概要紹介：B会場　　　　　　司会：藤部文昭（気象研）

P136鐡照（資環研）・亀卦川幸治（NEDO）　人工廃熱に

　　よる都市キャノピーの温度変化

P137繊（M3DO）・近藤裕昭（資環研）夏期都市キ

　　ャノピーにおける気温変化とビルエネルギー消費

　　の関係

P138銀隻（気象研）・堀晃浩（日本気象協会）　都市キャ

　　ノピー内熱輸送の風洞実験

P139食浅盟造・原田大地（東大院工）他3名ノ街区構造に

　　基づいたヒートアイランド対策とその効果

P140繊（慶磨義塾高）・川嶋弘尚（慶磨義塾大）　道

　　路交通に起因する大気汚染低減と気象

P141鐡旦・木田秀次（京大理）他1名　積雲対流によ

　　る物質の鉛直輸送効果

P142金柿主税（熊本県益城中）・臨（鹿児島大教育）

　　他1名　火山ガス動態のデータベース構築とインタ

　　ーネット公開の試み

P143杢磁・長田和雄（名大STE研）他2名　立山・室堂

　　平におけるSO42一／SO2比と硫酸塩の起源

P144臓・石坂隆（名大大気水圏研）他1名　丹沢山

　　系大山中腹における霧水中の化学成分濃度

P145Yutakalshizawa（ImSNag・yaUniv・）・繍」

　　駿（SCUT，China）Sampling・fNitrate

　　part　i　c　l　es　in　the　Air　of　Guangzhou

P146煎瞼・林正康（資環研）他2名　輸送シミュレー

　　ションにより求めた中国におけるいおう酸化物の

　　収支

P147織・千葉長（気象研）　黄砂の輸送に関する基礎

　　的研究
P148三よ蕊畏・千葉長（気象研）他　「風送ダスト」プロジ

　　　ェク’トアジア内陸部起源の風送ダストの発生メカ

　　ニズム及び長距離輸送過程の実態解明に関する国

　　際共同研究

P149埜醸・前田高尚（資環研）他1名　1997年インドネ

　　　シア森林火災で大気中に放出された物質の輸送

P150肱（資環研）・松枝秀和（気象研）他1名　熱帯

　　上部対流圏で観測された一酸化炭素の起源

P151繊・林政彦（福岡大理）他8名　気球搭載型OPC

　　及びLIDAR観測による赤道域成層圏エアロゾル層の

　　観測

P152撚・永井智広（気象研）他7名　ライダー観測

　　　から得られた成層圏工一ロゾル混合比相当量の変動

P153撚迩・岩坂泰信（名大STE研）他9名　気球搭載型

　　OPCによるチベット高原上空エアロゾル数濃度の観

　　測

P154鐡・長田和雄（名大STE研）他3名　冬季北極対

　　流圏中の無機ハロゲン化合物の挙動

P155駄・古川純一（福岡大理）他14名　スバルバー

　　ルとドーム基地上空で検出した極成層圏雲（PSC）の

　　層構造について

P156臓・柴田隆（名大STE研）他8名　カナダ北極圏

　　における大気エアロゾル成分

P157繊（東京学芸大）・安井元昭（通総研）他6名

　　カナダ北極圏上空で観測されたPSCsの解析一1995／1

　　996冬期ライダー観測一

P158羅・足立宏（名大STEL）　北極PSC微物理過程：

　　数値モデル実験からの示唆

P159織（國學院大）・安井元昭（通総研）他3名　北

　　極域オゾン高度分布の層状構造

P160鐡雄（北大院理）・森本真司（極地研）他3名

　　A醐P’98で観測された下部成層圏でのオゾン濃度の

　　メソスケール変動

P161蕊・北和行（東大理）他5名　中緯度春季上部

　　対流圏におけるオゾン及び前駆気体増大の分布と

　　輸送過程

P162灘・松本易典（福岡大理）他8名　ドームふじ観測

　　拠点と昭和基地におけるエーロゾル濃度の同時観測

P163醗・岩坂泰信（名大STE研）他1名　レーザーを

　　用いた断熱膨張型CNゾンデの開発

P164灘・松永捷司（名大STE研）他5名　対流圏中・

　　下層部における硫化カルボニルの濃度

P165騰・下田昭郎（電中研）　メタン同位体の衛星

　　搭載高分解能FTIR（IMG）による検出について

P166螺・植松光夫（東大海洋研）他1名西部北太平洋

　　上における炭素質エアロゾルーその地理的分布と起源一

P167臓（気象研）　西部北太平洋，インド洋および

　　乗鞍岳で観測された表層大気中のCO含量

P168灘・田近英一（東大理）過去30万年間の海洋生

　　物化学過程の復元と炭素循環における役割

P169幽識気象レーダー用超小型信号／
　　データー処理装置の開発

P170撚・長田和雄（名大STE研）他2名名古屋でみら

　　れた夜間のオゾン高濃度現象の季節変化
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大会第2日〔11月25日〕 09＝15《ρ12：00

（｝一一は講演者を表す．IP】＝液晶プロジェクター使用予定）

　　　　　　　　　　A会場

大気力学1

　　　　　　　　　　座長：佐藤正樹（埼玉工大機械工）

A201畿亘↓（東大数理）・中島健介（九大理）他2名　熱

　　帯大気の暖水域に対する応答一アンサンブル水惑星

　　実験による時間発展の抽出一

A202灘（埼玉工大機械工）　中緯度の成層状態に

　　対する熱帯の熱源効果

A203騰・新家康裕（北大院地球環境）　大気大循環

　　モデルでシミュレートされた北極振動の解析

A204繊（京大超高層）・Fabrizio　Sassi（NCAR）他1

　　名　総観規模ロスビー波と大気の南北輸送ルート

　　の地理的分布

A205臓・橋本智帆（東大気候システム）他1名　球

　　面傾圧モデルにおける天候レジームの力学

A206重騰（気大）・松野太郎（地球フロンテイア）　対

　　流圏界面波励起の理論解析

A207麟・佐藤薫（京大理）　中緯度対流圏界面付近

　　の中間規模波動のwave－activity　flux解析

A208璋齪・中村尚（東大理）　準地衡擾乱の位相依

　　存性のないwave－activity　fluxと基本場へのfeed－

　　back

A209灘（九大応力研）　地衡流乱流のスケーリン

　　グ則の係数の決定

A210繊・松田佳久（東大院理）　2層モデルによる

　　回転球面上の乱流

A211甑・山田道夫（東大数理）他2名　回転球面浅

　　水系乱流実験における赤道ジェット形成について

　　【Pl

　　　　　　　　　　B会場

大気陸面相互作用

　　　　　　　　　　　　座長：沼ロ敦（北大地球環境）

B201蕊餓（資環研）・篠田雅人（都立大）　乾燥・半乾燥

　　域の気候と植生

B202肱奮（地球フロンティア）・安達祐哉（筑波大）他1

　　名　東アジア乾燥・半乾燥地域の植生活動における

　　積雪の役割について

B203SANGA－NGOIE　Kazadi・繊（三重大生物資源）

　　他1名　衛星データを用いたアフリカ大陸の植生図

　　作成

B204SANGA－NGOIE　Kazadi・繊（三重大生物資源）

　　他1名　衛星データを用いたアフリカ大陸の降雨量

　　分布の推定

B205戯・安田延壽（東北大理）湿潤地が点在する

　　乾燥地からの蒸発量

B206畿・木村玲二（琉球大理）他1名　沖縄本島北部

　　地域の水収支に関する研究一第1報

B207騰（熊本大工）・石川裕彦（京大防災研）　GAME

　　／Tibet　Amdoサイトで観測された地表面放射収支に

　　関する解析

B208永井晴康・騰（原研）他5名　大気一土壌一植生

　　モデルの開発一観測データ（CASES97）を用いた検証一

B209磁（気象研）　モデルによる小笠原（父島）の水

　　文環境の再現の試み

B210璋臓・江守正多（国立環境研）　陸面過程モデ

　　ル’mTSIRO’による積雪感度実験

B211撚（気象研）・大泉三津夫（気象庁数値）　陸面

　　モデルの改善：長期積分に向けて

B212灘・佐藤康雄（気象研）他1名　全球気候モデ

　　ル（GCM－BAIM）により表現された陸面のモデル気候

　　値について

B213塵搬（イオン情報研・神戸電波）　気温，相対湿

　　度による大地震の前兆現象（皿）一1944年12月7目の

　　東南海地震一
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大会第2日〔11月25日〕 09：15《ρ12＝00

（＿は講演者を表す）

C会場
オゾン皿

　　　　　　　　　座長：寺尾有希夫（筑波大地球科学）

C201麟（茨大理）・塩谷雅人（北大院地球環境）他

　　7名　SOWER／Pacific1998／99年集中観測一概要と初

　　期の結果一

C202戴（北大院地球環境）・長谷部文雄（茨大理）他

　　7名　SOWER／Pacific1998／99年集中観測一対流圏オ

　　ゾンの変動一

C203燃・宮崎雄三（東大理）他9名航空機観測キャン

　　ペーンBIBLE－Aで観測されたインドネシア域上部

　　対流圏におけるオゾン・オゾン前駆気体の増大現象

C204磁・近藤豊（名大STEL）他6名　西大西洋上部

　　対流圏でのオゾンおよび窒素酸化物の分布とITCZ

　　　との関係

C205騰・北和之（東大理）他4名　中緯度域上部対

　　流圏における硝酸（HNO3）からの窒素酸化物（NOx）の

　　生成

C206臨（NIES）・近藤豊（名大STEL）他5名　中緯度

　　成層圏における窒素酸化物の分配比

C207騰・杉田考史（国立環境研）他3名　POLARIS及

　　びILASの観測による北極域高緯度での春～夏にか

　　　けてのオゾンの減少にっいて

C208撚（気象研）　南半球高緯度の極夜のオゾン全

　　量（第2報）

C209繊去・田中博（筑波大地球科学）他2名　ILAS

　　データによる1996／1997年冬季北極域の成層圏オゾ

　　　ン減少の評価［その2］～空気塊の非断熱下降を考慮

　　　した計算

C210燃照（国立環境研）・近藤豊（名大STE研）他5名

　　　北海道への極渦到来時のオゾン破壊量の定量的評

　　　価

C211鰍（国立環境研）・滝川雅之（東大気候システ

　　　ム）他2名　CCSR／NIES光化学モデルの開発一臭素系

　　　物質の導入と光化学スキームの改良一

D会場
降水システム皿

　　　　　　　　　　　　座長：岩崎博之（群馬大教育）

D201鷹（弘前大理工）・石塚昌範（弘前大院理）TR

　　酬亜熱帯降水系データベースの作成と解析例

D202繊・B。C．Bhatt（名大大気水圏研）TR㎜l　PR

　　によって観測されたアジア域の降雨の目周変化

D203撚（群馬大）・木村富士男（筑波大）他5名　半

　　盆地域で観測される目変化する水蒸気量の水平・鉛

　　直分布の特徴

D204騰・柄澤敏（上越教育大）他11名　新潟県上越

　　地域において1999年1月に観測されたGPS可降水量

　　の短時間変動

D205膿・横塚透（筑波大）他7名降水を伴った目の可

　　降水量の変動（’99夏季集中観測より）

D206駄（防災科研）・瀬古弘（気象研）他3名　伊東

　　市付近でGPSによって観測された前線通過時の山岳

　　波

D207責瓢（気象研）・畑中雄樹（国土地理院）他1名

　　準リアルタイムGPS可降水量の水蒸気ラヂオメータ

　　による検証：序報

D208㈱糞（筑波大環境）・木村富士男（筑波大地球科学）

　　国土地理院GPS連続観測網から見た夏季の関東域に

　　おける局地的降水と可降水量との関係

D209鵬・赤枝健治（気象研）　釧路空港の霧の統計的

　　特徴

D210臓・内山明博（気象研）他1名三陸沖の夏季下層

　　雲の数値シミュレーション

D211騰・新野宏（東大海洋研）他1名
　　Three－Dimensional　Simulation　of　the　Saitama

　　Microburst－Producing　Storm　on8September1994

D212齪・河崎善一郎（大阪大院）　ダウンバースト

　　　の発生と雷放電の比較検証

D213塞撚・小林文明（防大地球科学）他2名　北西季

　　節風下での雷雲のライフサイクルと鉛直構造
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大会第3日〔11月26日〕 A会場
（　　は講演者を表す）

一
　　　　　　午前《09＝15’》11＝00》

　大気力学皿

　　　　　　　　　　　座長：石渡正樹（北大地球環境）

A301綴・石渡正樹（北大地球環境）　東西一様基本場

　　に於ける慣性不安定（2）一無次元方程式による考察一

A302繊差・宇加治一雄（福岡大理）　中層にジェット

　　をもつ環状傾圧波の数値シミュレーション

A303瓢哀義・宇加治一雄（福岡大理）　環状傾圧波の実

　　験一印加する水平温度差を下層と上層で反転させた

　　場合一

A304撚（東大数理）・中島健介（九大理）他2名　火

　　星大気放射対流の数値計算

A305墨騰・永島達也（東大気候システム）他1名　CCS

　　R／NIES　AGCMを用いた火星大気シミュレーション

A306灘・松田佳久（東大理）　金星大気における潮

　　汐波と運動量輸送

A307全製（宇宙研）・はしもとじょ一じ（東大気候シス

　　テム）　金星赤道域の雲物理と硫酸循環

A308全烈（宇宙研）・竹内覚（福岡大）他　金星気象衛星

　　計画

　　　　　　午後（13：30’》17＝00》

スペシャル・セッション

「小スケール気象の観測とモデル化』

　　　　　　　　　　　　　座長：黒瀬義孝（九州農試）

A3514燃（九大農）・野田美香（鹿児島県）他4名　久

　　住山麓で観測された冷気流下層のShear　Instabil－

　　ity現象について

A352墨醗・大場和彦（九州農試）他1名　まっぽり風

　　に関する気象観測

A353村上喜章・磁（岡山大理）他2名　小渓谷におけ

　　る斜面下降流の観測

A354繊（学振特別研究員・筑波大水理実験セ）・木村

　　富士男（筑波大地球科学系）　2種類の斜面温暖帯と

　　その地形依存性

A355搬・横井みずほ（筑波大地球）他1名　福島県下

　　郷町の中山風穴における夏季氷結現象の研究

　　　　　　　　　　座長：森牧人（筑波大水理実験セ）

A356臓（信州大院）・榊原保志（信州大）　長野県佐

　　久市集落におけるヒートアイランド強度と都市規

　　模・風速・逆転強度の関係

A357超臓・北原祐一（信州大）　地表面からの加熱と

　　都市大気撹搾の成因が夜間ヒートアイランド形成

　　に及ぼす影響の比較

A358撫・木田秀次（京大院理）　京阪地域における

　　局地循環の動態～都市による変形・変質についての

　　考察～

A359旦騰（電中研）・木村富士男（筑波大）他2名　都

　　市キャノピー層の簡単なパラメタリゼーションの

　　メソモデルヘの適用

　　　　　　　　　　　　　　座長：脇水健次（九大農）

A360撒・青木佳之（岡山大環境理工）他4名　1998年

　　夏季に備讃瀬戸で発達した積乱雲（2）

A361磁・鈴木賢士（山口大農）他3名　近年の局地

　　的豪雨の発生地域における降水観測の現状と課題

A362鵬・鈴木義則（九大農）他2名　豪雨の局地性

　　におよぼす地形の影響

　　　　　　　　　　　　　　座長：塚本修（岡山大理）

A363繊（岐阜大工）・GAME－Tibet境界層グループ

　　GAME－Tibetで観測された水蒸気変動について

A364蕪・原智宏（三菱重工長崎研究所）他2名　混

　　合層下部の熱収支モデリングに関する一考察

A365騰（愛媛大農）植生キャノピー内部におけ

　　る植生一大気相互作用（H）一イネの気孔抵抗の鉛直

　　分布一

A366蹴（東北大理）　植被面上の顕熱フラックス推

　　定における放射温度と粗度パラメータの取扱い

A367繊・小沢聖（東北農試）他3名　群落熱収支モ

　　デルによる葉面結露のシミュレーション

A368嫉・烏谷隆（九大応力研）他1名　風洞実験に

　　よる大気境界層のモデリングに関する研究
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大会第3日〔11月26日〕 B会場
（｝＿は講演者を表す．

　　　　　　午前《09＝15～11：00》

気象予報

　　　　　　　　　　　　　座長：田宮久一郎（気象研）

B301識（新東京航空地方気象台）　高高度晴天乱

　　気流予測・新INDEXの開発一現INDEXの問題点と予測

　　精度の向上を目指して一

B302一・Y・ung｛h・1S・ng（Puky・ng
　　National　Univ．）他2名　ApPIication　of　double

　　　Fouri　er　seri　es　to　sha　l　l　ow　water　equat　i　ons

B303蹴（気象研）変分法データ同化における

　　初期値化：スケーリングとしての㎜I

B304蕊騰（気象庁数値）　GPS可降水量をデータ同

　　化に取り込んだ数値予報実験

B305瓢（気象庁数値）・斉藤和雄（気象研）他2名

　　　気象庁気象研究所・数値予報課統一メソモデルの

　　開発

B306灘・加藤輝之（気象研）他5名　気象研究所非

　　静力学モデルの並列化について

B307搬・野原大輔（筑波大地球）他1名　疑似パーフ

　　ェクトモデルによる現実大気の順圧成分の予報実

　　験一NCEP再解析による外力の気候値7

B308灘（気象研）・J。Shukla（COLA）他2名　季節予

　　報相互比較実験（SMIP）結果

B309鷹↓・杉正人（気象研）他3名　大気の季節予測可

　　能性実験における確率予報の信頼性

　　　　　　午後《13：30’》17：00》

降水システムN
　　　　　　　　　　　　　　　座長：高山大（気象研）

B351彊・金田幸恵（名大大気水圏研）他3名　長崎半島

　　周辺に停滞したレインバンドの構造と形成・発達・

　　維持過程

B352裁（東大気候システム）　1991年7月1－10目長

　　江豪雨に伴う収束に及ぼす総観場の影響

B353鰍・小西啓之（大阪教育大）他4名　大阪平野

　　北部に停滞する帯状積乱雲群の構造

［V】ニVTR使用予定）

B354灘（地球フロンティア）・瀬古弘（気象研）他3

　　名　1988年7月17目に九州北部で観測された降水系

　　の数値実験一ARPSとNHM気象研究所非静力学モデル

　　の結果の比較一

B355漬瓢（気象研）・高橋忠司（埼玉大教育）　関東北

　　部での局地前線の構造

B356蕊旦滋・武田喬男（名大大気水圏研）　停滞したメ

　　ソαスケールクラウドクラスター中のメソβスケ

　　ール対流雲群の構造

B357藤漬塵査・間辺一雄（北大低温研）他1名　諌早バン

　　　ドの形成機構（1997年7月の観測事実から）

B358鰻（気象庁海上気象）・三隅良平（防災科研）他

　　1名1997年7月に発生した出水市の集中豪雨につい

　　ての数値実験

B3594戴・吉本直弘（大阪教育大）　大阪北部の局地

　　的降雨の観測

B360灘・高橋正明（東大気候システム）　夏の首都

　　圏における降水特性の経年変化～集中豪雨は増え

　　ているか？～

B361塵透：〔邊・上田博（北大院理）他5名　オーストラリ

　　ア・ダーウィンで観測された熱帯スコールラインの

　　鉛直運動と加熱プロファイルの特徴

B362武田喬男・蜘（名大大気水圏研）他4名　中

　　国准河流域の積乱雲の発達過程一ドップラーレーダ

　　観測一

B363鳳（北大低温研）スコールラインの周期的変

　　動に関する数値実験

B364澱（大阪大地球総合工）　メソ対流系の発達

　　に寄与する大気境界層の気塊の運動

B365塵騰（気象研）MEsocYcLoNE　PAIR？M

B366繊（気象研）　中緯度における台風9807号の

　　三次元構造（2）

B367中澤哲夫・灘（気象研）他2名エアロゾンデ

　　を用いた南西諸島における台風観測実験計画

B368筆臓・塚本修（岡山大理）　台風9810号で観測さ

　　れた顕著なPressure　dip（続報）
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大会第3日〔11月26日〕 C会場
（　は講演者を表す）

一
　　　　　　　午前《09＝15～11＝00》

　気候システム皿

　　　　　　　　　　　座長：加藤内蔵進（岡山大教育）

C301釜雛・山崎信雄（気象研）他7名気象庁全球同化

　　　システムによるGAME再解析（序報）

C302甑・Nakazawa　Tetsuo（気象研）他1名　The

　　　Therma　l　Features　in　the　Borea　l　Subtropi　ca　l

　　　Regions　with　Its　Relationship　to　the　South

　　　China　Sea　Monsoon　Onset

C303騰（東大院理）　赤道対称およぴ非対称OLRデー

　　　タによるモンスーンの南北両半球間季節移動

C304灘・安成哲三（筑波大地球科学）　西太平洋上

　　　のMJOスケールの対流活動域の北東方向への発達

C305磁・加藤央之（電中研）　アジアモンスーン地

　　　域におけるBiweekly　Oscillation

C306鵬（京大院理）・寺尾徹（京大防災研）　年々

　　　変動におけるチベット高気圧と赤道域の高度場の

　　　関係について

C307澱（京大防災研）・久保田拓志（京大院理）　夏季

　　　アジアモンスーン降水量の年々変動と熱帯対流圏

　　　の平均的な気温との関係

C308谷田貝亜紀代（NASDA／EORC）TRMM降雨レーダによ

　　　る南アジアの夏季降水の3次元的特徴

C309鰍（NASDA／EORC）・R・yW．Spenser（NASA／MSFC／

　　GHCC）他1名　TMIとSSM／1による熱帯海洋上の降水

　　　目変化について

C310児玉安正（弘前大工）・灘（弘前大院理）衛

　　星観測に基づく亜熱帯域・中緯度域の降水活動の再

　　評価

　　　　　　午後《13：30～17＝00》

熱帯大気
　　　　　　　　　　　　　　座長：筒井純一（電中研）

C351繊・斉藤和雄（気象研）他1名　気象研究所非

　　静力学モデルを用いた台風の数値実験（第二報）一雲

　　物理と分解能によるレインバンドの再現の違い一

C352灘（気象研）　1998年前半に台風はどうして

　　発生しなかったのか（第3報）

C353よ髄（気象研）鉛直シアー流中の台風渦の移動

　　への上層風の影響

C354箇畿（電中研）・笠原彰（NCAR）　NCARコミュニテ

　　　ィ気候モデルによる台風出現頻度一湿潤対流スキー

　　　ムに対する感度実験一

C355繊（地球フロンティア）　理想化されたAGCMシ

　　　ミュレーションにおける大気一表面結合擾乱と大気の

　　　みの擾乱：現実の熱帯季節内振動との対応の可能性

C356～騰（海洋科学技術セ）・Nau皿99「みらい」観測

　　　グループ　「みらい」によるNauru99観測航海の概要

C357繊（海洋科学技術セ）・Nauru99「みらい」観測

　　　グループ　「みらい」によるNauru99観測期間中の大

　　　気・海洋の特徴

C358鵬（海洋科学技術セ）・Nauru99「みらい」観測

　　　グループ　Naum9910Pで観測されたメソ降水系の

　　　事例解析一1999年6月27日の事例について一

C359酉灘（京大理）BIBLE－A期間中のインドネシア付

　　　近における上部対流圏の循環場について

C360舐・里村雄彦（京大院理）　熱帯海洋上のメソ対

　　　流系組織化における対流圏上層東風の影響

C361触（地球フロンティア）・M．Sugi（気象研）Dy－

　　namics　of　Breaks　in　the　Indian　Su㎜er　Monsoon

C362騰・山岬正紀（東大理）　東西非一様な海面水

　　温の下での惑星規模の準停滞性擾乱と東進重力波

C363運藪・山中大学（神大自然）他5名　インドネシ

　　ア上空における対流圏大気大循環の経年変化

C364灘・山中大学（神大自然）他9名　インドネシ

　　アにおける対流性降水雲に関する研究（第3報）

C365灘・沼口敦（東大気候システム）他1名　熱

　　帯海洋上の対流活動の目変化一対流の発達過程にお

　　ける下層雲の重要性一

C366塵醗↓（気象研）GMSマルチレベル雲量データによ

　　る対流活動目周期変化と半日周期変化（その2）

C367E．Y、Hamid・翻（大阪大院）他2名　TR剛1／LIS

　　Observations・fLightningActivity・verlndo－

　　nesia
C368磁（国立環境研）Madden－Julian振動の力学構

　　造とエルニーニョヘのインパクトについて

C369鋤去（気象庁エルニーニョ監視セ）・小林ちあき

　　（気象庁気候情報）　AMIP2期間中の赤道における西

　　風偏差域の東進とエルニーニョ現象について
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大会第3日〔11月26日〕 D会場
（
｝
＿

は講演者を表す）

　　　　　　午前（09：15’》11＝00》

放射

　　　　　　　　　　　　　　座長：浅野正二（気象研）

D301識乙・田口彰一（資環研）他2名　代替フロン物

　　質の地球温暖化係数（GWP）評価に関する研究：IV

D302責蕊・藤吉康志（北大低温研）他3名　札幌にお

　　けるエアロゾルの光学的特性の長期モニタリング

D303濾・小林博和（電中研）　FTIR天空観測による

　　都市域エアロゾル物理パラメータの推定可能性の

　　検討

D304風杢鯉↓（通総研）・岩崎杉紀（神大院自然）他3名　雲

　　レーダ・ライダーを用いた雲粒子導出アルゴリズム

　　（H）

D305滋（NASDA）・中島映至（東大気候システム）他2名

　　非球形粒子の厳密散乱解の応用について

D306鐵（地球フロンティア）　光路長分布法を用

　　いた放射フラックス計算スキーム

D307遽臨・内山明博（気象研）他4名　層状雲による

　　　目射収支のJACCS航空機観測：エーロゾル汚染水雲

　　と混合相雲のケース

D308畷・浅野正二（気象研）他3名　層状雲による

　　　目射収支のJACCS航空機観測（水雲の分光放射収支）

　　　　　　午後（13＝30～17：00》

中層大気

　　　　　　　　　　　　　　座長：三好勉信（九大理）

D351藤灘（東大理）・高橋正明（東大気候システム）

　　成層圏・対流圏大気交換における赤道波の役割

D352畷（通総研）・原田恒夫（気象協会）他1名　バ

　　ンドン（7。S），ローダー（45。S），ユーレカ（80。N）

　　におけるラジオゾンデ集中観測で得られた成層圏

　　中の重力波エネルギー

D353灘・高橋正明（東大気候システム）　中緯度下

　　部成層圏における西進重力波（2）

D354髄（京大理）・高橋正明（東大気候システム）　高

　　分解能気候モデルを用いた大気重力波の起源に関

　　する研究

D355倉蹴・宮原三郎（九大理）　非静力学2次元モデ

　　ルによる内部重力波シミュレーション5一局所的な

　　乾燥対流による重力波励起一

D356醗・廣岡俊彦（九大理）他1名　オゾンホール

　　が中層大気大循環の経年変動に与える影響：GCM実

　　験による評価

D357鰍・高橋正明（東大気候システム）他2名　大

　　気大循環モデルを用いた成層圏オゾン量の変動予

　　測（2）一極域成層圏オゾン減少に対する力学的応答一

D358冨撚・藤原正智（東大院理）他4名　中緯度下部

　　成層圏オゾン層状構造の解析

D359鰍（国立環境研）・二宮真理子（地球人間環境

　　フォーラム）NCEP再解析データから得られた北半

　　球極渦の挙動のトレンドと年々変動

D360騰・余田成男（京大理）　成層圏循環の季節進

　　行と年々変動に関する全球モデル実験

D361墨坦蕊・小寺邦彦（気象研）　冬期北極点温度偏差

　　の周期的構造

D362戯・黒田友二（気象研）　極夜ジェット振動：

　　解析と数値実験

D363鵬・宮原三郎（九大理）他1名　プラネタリー

　　波との非線形相互作用による大気潮汐波の励起

D364蜘ン宮原三郎（九大理）他1名　中層大気中の

　　傾度流平衡と温度風平衡について
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ポスターセッション〔11月26日〕11＝05～12＝20

（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

概要紹介：A会場　　　　　司会：野沢徹（国立環境研）

P301繊（気象研）　台風9708号の温帯低気圧化後

　　の急発達

P302撒（大阪大地球総合工）・「みらい」nauru99観

　　測グループ　西部熱帯太平洋における大気境界層

　　の変動特性：目変化

P303灘旦（福島大教育）・立花義裕（東海大文明研）他15

　　名　インドシナ半島における季節内変動の大気構造

P304戴（気象衛星センター）　北西太平洋域にお
　　ける対流圏上層の偏東風波動とUpper　Cold　Low

P305迭思籏．・西憲敬（京大院理）他1名　西部赤道太平洋

　　上で見られた大規模雲擾乱の変形にっいて

P306騰』・H・Hashiguchi（RASC）他4名Classification

　　　ofprecipitatingcloudsinequatoriallndonesia

　　based・nb・undarylayerradar・bservati・ns（2〉

P307鵬醜（LAPAN，lnd・nesia）・M・D・Yamanaka
　　（Kobe　Univ．）他6名Quasi　Four　DayMode　Obse「ved

　　　By　Boundary　Layer　Radar　in　Indones　ia

P308認・津田敏隆（京大超高層）他3名　レーダー
　　多点観測データによる赤道域中層大気上部の大気

　　波動の解析

P309』酉麟・津田敏隆（京大超高層）GPS掩蔽法を用

　　いた対流圏界面特性の研究

P310白川栄一・よ灘（大阪管区気象台）他4名気象研

　　究所非静力学メソスケールモデルのパソコン版統

　　合環境ソフト

P311鰍（京大超高層）・山中大学（神大自然）他6名

　　タイ国下部成層圏における波動特性（2）：周波数・鉛

　　直波数スペクトル解析

P312騰（NIES）・藁谷克則（MRIT）他10名　ILASによ

　　　る気温高度分布導出の現状について（2）

P313毯国嵐・津田敏隆（京大超高層）他6名　山川・ポン

　　ティアナのMFレーダーによって観測された中間圏・

　　下部熱圏のプラネタリー波の特徴

P314灘（高度情報科学技術研究機構）・長谷川直之
　　　（気象庁エルニーニョ監視予報センター）他1名　気象

　　庁大気海洋結合モデル「空海」の並列化（海洋部分）

P315灘（気象研）　気象研究所非静力学モデルの
　　改良一任意の等角投影法への対応と全球解析データ

　　　との結合一’

P316独義盟・露木義（気象庁数値）　全球数値予報モデ

　　ル用3次元変分法同化解析システムの開発（第2報）

P317鵬・高野清治（気象庁気候情報）他1名1か
　　月．数値予報における気候的ブロッキング高気圧の

　　発現頻度の違いと熱帯の対流活動・亜熱帯ジェット

　　　との関係（序）

P318鐡・田中博（筑波大地球科学）　Lorenzの誤差

　　成長モデルを用いた現実大気の順圧成分に対する

　　誤差成長の評価

P319速鵬・加藤輝之（気象研）他　1999年7月1－2目に九

　　州で観測された降水システム（序報）

P320武田喬男・雛（名大大気水圏研）東アジアに
　　おける梅雨期の雲量分布の年々変化

P321澱（NASDA／EORC）・東上床智彦（リモート・センシ

　　ング技術セ）他2名　TRMM降雨レーダによる降雨観

　　測と雨量計との比較（続報）

P322伍撞」i旦（NASDA／EORC）・木村富士男（筑波大地球科学）

　　1998年夏にTRMMにより観測されたチベット高原と

　　その周辺における降水

P323紘（京大超高層）・山中大学（神大自然）他4名

　　インドネシアにおける雨季の経年変化

P324鳳・野田彰（気象研）他1名　地球温暖化が台風

　　の気候に及ぽす影響について（4）一気象庁全球モデ

　　ルの数値実験による考察（まとめ）

P325漫藪・安成哲三（筑波大地球科学）　Interannual

　　Variabi　l　ity　of　the　Storm　Tracks　and　its　Imp1－

　　i　cat　i　on　Towards　the　Cl　imate　Var　iat　i　on　over

　　Eurasia／Monsoon　Asia

P326織鰻（FRSGC）・Masat・Sugi（MRI）他1名
　　Cyc　lone　CI　imatology　over　East　Asia－Pacific

　　Reg　ion　Simulated　in　a　H　i　gh　Reso　lut　i　on　AGCM

P327騰乙（富山大理）・松浦知徳（防災科研）他1名

　　夏季西太平洋暖水域の大気海洋結合システムにっ

　　いて一海洋大循環モデルからの検証一

P328搬之・平口博丸（電中研）他4名　　地球温暖化

　　に伴う東アジア地域の気候変化予測（4）CSM／RegCM

　　2．5を用いた気候変化シミュレーション

P329醗（都立大理）・坂元尚美（京大総合博物館）他

　　2名　目記天候記録からの目射量の復元に向けて

P330点週夏由羨・井上孝洋（高度情報科学技術研究機構）

　　他2名　並列化気候モデルの特性評価（第2報）

P331識・木村富士男（筑波大）他1名　梅雨前線と

　　チベット高原

P332灘（お茶の水女子大院）エルニーニョと目本

　　の大雨
P333墓甑・浅野正二（気象研）他4名　雲頂の凹凸に

　　　よる見かけの太陽放射吸収の水平スケール

P334鈴木宏宣（札幌市立米里小）・塵餓（北教大セ）他

　　2名　「ひまわり」年間画像CD－ROM教材第2版の制作

　　　と活用
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ポスターセッション〔11月26日〕11＝05～12：20

（発表者はプログラム3ぺ一ジ目の「講演の方法一ポスター発表一」をお読み下さい）

概要紹介：B会場　　　司会：西森基貴（筑波大地球科学）

P335趣騰（都立大理）・福興聡（仙台市役所）他10名

　　木曽駒ヶ岳高山地域における環境操作実験による

　　温度環境と高山植生の応答

P336騰（農環研）・高木健太郎（JST）他3名　研究用

　　Eco－DBシステムの開発とデータベースネットワー

　　ク化

P337騰・Congbin　Fu（START，IAP，China）他1名
　　Est　imat　i　on　of　stomata　l　conductance　for　winter

　　wheat　in　Ecosystem　based　on　remote　sens　ing　i　n

　　format　i　on　and　mi　cro－met　eorol　ogi　ca　l　parameters

P338鵬（弘前大理工）　自然対流時における離れ
　　た高温地表面の相互作用

P339鰯（気象研）　1997－98年に赤道インド洋で見

　　られた特異な海面水温形成に関わる海洋上層の変

　　化
P340誠（資環研）・工藤泰子（目本気象協会）他1名

　　総観規模気象条件によりグループ化した地上風（ト

　　ラジェクトリー）の分散度

P341燃・大屋裕二（九大応力研）　LESによる複雑

　　地形上の風況予測

P342塗笈宜（東北農試）・萩野谷成徳（気象研）　チベット

　　高原の地表面熱・水収支（2）計算結果

P343版・遠峰菊郎（防大地球科学）他4名　相模灘の

　　冷水塊上に形成された冷気層

P344佐々浩司（高知大理）・撫（高知大院理）　土佐

　　湾海上における海風の発達過程

P345灘黒・余偉明（東北大理）他2名　仙台平野を中

　　心とした東北地方における局地風の数値シミュレ

　　ーション
P346搬（気象研）　仙台空港における卓越視程，相対

　　湿度，エアロゾル重量濃度との関係

P347鑑・橋口浩之（京大超高層）他3名　可搬型下

　　部対流圏レーダーによる初期観測結果

P348ξ凝（気象協会）・池末賢士（九電総研）　局所VAD

　　法の軸対称風系への適用

P349磁（電中研）　ラスレーダの温度測定値に影
　　響を及ぼす鉛直風速の測定に関する研究

P350蹴・津田敏隆（京大超高層）MUレーダー・RASS

　　観測による水蒸気プロファイルの推定

P351撚（気象研）Split　Windowによる雲気候
　　値
P352灘・中島英彰（国立環境研）他2名　コンピュ
　　ータ・トモグラフィー（CT）の原理を応用した衛星観

　　測データの解析

P353鵬・小林博和（電中研）他1名　赤外分光大気
　　探査でのリトリーバルにおける非線型性の評価

P354鐡（東京学芸大）・花土弘（通総研）他1名　TRM

　　M降雨レーダーによる目本付近の温帯低気圧の構造

　　解析

P355騰漁・中村健治（名大大気水圏研）
　　　Validation　of　TRMM　PR　over　arid　zone　using

　　　rain　gauge　data

P356Adhikari　Nanda　Bikram・中村健治（名大大気水圏

　　研）A　Simulation　Study　of　Dua1－Wavelength

　　Radar　Using　TRMM　PR　Data

P357暴・K・Nakamura（IHASNag・yaUniv・）

　　A　Va　l　idat　i　on　of　TRMM　PR　Ra　in　Est　imate　Us　ing

　　Mirror　　Echoes（2）

P3584灘・青梨和正（気象研）他　海洋潮汐荷重変形，

　　及び大気勾配を考慮したGPS可降水量の推定と精度

　　評価
P359繊・小司禎教（気象研）他3名　Gps気象観測パ

　　ッケージ気圧導入口の改良

P360埜藤・蒲生稔（資環研）他2名　植生指数の簡易測

　　定その2：草原での測定

P361遥醗・向川均（北大院地球環境）他1名　山岳のな

　　いAGCMにおける対流圏の中高緯度の定在波動

P362蹴・中島健介（九大理）　固体地球自動振動

　　の大気による励起（2）

P363騰（京大超高層）積雲パラメタリゼーショ
　　ンと波動励起

P364瓢（京大院理）・寺尾徹（京大防災研）他1名

　　冬季南半球対流圏のシングルジェット，ダブルジェ

　　　ット変動と傾圧波活動

P365繊（福岡大理）・今村剛（宇宙研）他　金星探査／

　　気象衛星の搭載機器と観測戦略

P366搬（気象研）　中規模現象を記述する方程式

　　系
P367肱（慶磨大院）・益田重明（慶磨大理工）他1名

　　マイクロバーストの実験室モデル（平板に衝突する

　　渦輪の速度場）

P368漬灘・田中浩（名大大気水圏研）　氷と水が共存

　　する系における熱対流の数値実験
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研究会のお知らせ

大会期間中とその前後に以下の研究会が予定されています。興味のある方はご自由にご参加下さい。

第14回メソ気象研究会
目時　　：1999年11月23目（火）（大会前目）15：00～18：00

場所　：都久志会館401～403号室
　　　　福岡市中央区天神4－8－10

　　　　（地下鉄天神駅より徒歩8分）

　　　　TEL：092－741－3335

テーマ：「雲物理、微物理過程とメソ降水システム」

コンビーナー：藤吉康志（北大低温研）

　　　　　　〒060－0819札幌市北区北19西8

　　　　　　　TEL＆FAX：011－706－5491

　　　　　　　E－mail　　fujiyo＠10wtem．hokudai．ac．jp

事務局　　　：坪木和久（名大大気水圏研）

　　　　　　〒464－8601名古屋市千種区不老町

　　　　　　　TEL：052－789－3493，FAX：052－789－3436

　　　　　　　E－mail：　tsuboki＠ihas．nagoya－u．ac．jp

シンポジウム「気　幽に　かれゆく 酌3口
目時　　　：11月24目（水）（大会1目目）17：30－19：00

場所　　：アクロス福岡7階大会議室（大会B会場）

タイトル：「宇宙の水，地球の水」

コンビーナー：田中浩（名大大気水圏研）

内容　　：大会会場にて掲示

目時：1999年11月26目（金）17：15～2時間程度

場所：アクロス福岡6階608会議室（大会D会場）

話題：「極域寒冷域とグローバル変動」

「成層圏循環と北極夜振動」

　　小寺邦彦（気象研究所）

「オゾンホールが引き起こす大気大循環の変動」

　　渡辺真吾（九州大学理学部）

「オホーツク海の海氷変動と気候変動」

　　立花義裕（東海大学文明研究所）

「新生代寒冷化における南極氷床形成の影響について」

　　小倉知夫（東京大学気候システム研究センター）

「南大洋の大規模変動

　一ウェッデルポリニア及び南極周　極波動司

　　本井達夫（地球フロンティア研究システム）

代　表：木村竜治（東京大学海洋研究所）

世話役：平沢尚彦（国立極地研究所）

　　　中村　尚（東京大学理学部）

　　　浮田甚郎（地球フロンティア研究システム）

　　　高田久美子（国立環境研究所）

　　　阿部彩子（東京大学気候システム研究センター）

　　　本田明治（地球フロンティア研究システム）

主催　　目本学術会議気象学研究連絡委員会

連絡先：木田秀次（気象研連幹事・京大理）

　　　　TEL：075－753－4271

　　　　E－mai1：kida＠kugi．kyoto－u．ac．jp

オゾン研究連絡会
目時：11月24目（水）1目目終了後（18時頃から1時間半程度）

場所：アクロス福岡1階円形ホール（大会C会場）

趣旨：これまで研究会ではあまり取り上げてこられなかっ

た、対流圏オゾンの話題を提供していただくことにした。

対流圏オゾンもまた、トレーサーであり、不均一反応系

に組み込まれた微量成分でもある。両極での地道な観測

による対流圏オゾンの変動をじっくりとながめる機会と
したい。

内容：

1）講演

　青木周司（東北大院大気海洋変動観測研究センター）

「南極および北極域における対流圏オゾン濃度の変動」

2）その他連絡等

　2000年国際オゾンシンポジウム（札幌）準備について（予
　定）

　表記の研究会を1999年11月27目（土）午前中に九州大学

農学部2号館502号室で開きます。地球圏と生物圏の相互

作用を中心としたデータ解析、モデリングなどの学際的

な研究会です。この研究会のプログラムは学会会場に掲

示しますので、ふるってご参加下さい。この研究会に関

し、ご質問がある方は、下記にご連絡下さい。

〒305－8572　っくば市天王台1－1－1

筑波大学・生物科学系　及川武久
（TEL＆FAX）0298－53－6661

（E－mai1）oikawa＠oak，bio1，tsukuba．ac，jp

秋季大会研究会世話役：林政彦（福岡大学）

世話人：小川利紘（代表：NASDA），牧野行雄（気象研），

　　　川平浩二（福井県立大），林田佐智子（奈良女子大）
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